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a travers les compositions eudiantes.
Hitoshi YAKUSHIIN
1.は じ め に
本稿 は、現在の日本において、学歴というものに関してどのような リア リティが成立 してい
るのかを考察するひとっの試みである。その際の資料として、「教育社会学」の定期試験にお
いて大学生たちが書 いた答案を利用 している。ただし、本稿の主 目的は質的データの紹介であ
り、加え られた考察は、あくまでも仮説ないしは試論にすぎない。
H.問 題 提 起











く書 くことによって何 とか高得点を得ようと努力 したような記述、あるいは、あまり勉強せず
に試験に臨み、関係のありそうなことをその場で何とか捻出したような記述などは、まるで互




































には 〈有名〉大学が有利」 だという点に求めることである。誰で も考えつく説明であるが、
問題は、その内容がどのように語 られているかという点である。考察は後ほど行 うことにし
て、とりあえず具体例を列挙してみると、以下のようになる。 〈学歴〉の価値にたいする羨
望と不信の入り交 じった感覚を、以下の諸記述か ら読み取 ることがで きるであろう。,



















間性 も、「いい」 と言えるのだろうか、ということである。 もし、そのことを聞いてみ
たなら、誰 もが口をっ ぐんで しまうことになるだろう。確かにすば らしい人 もた くさん
いる。 しかし、結局は、試験の限 られた時間の中で、頭に蓄積 した知識を、 どれだけ手
際よく、使いこな していけるか、ということであって、ああだ、こうだ、と考えてつく
















どんどん学歴社会が進んでいっているのである。 しか し、学歴社会 というものを見直 し
ていこうとする企業 も増えてきている。学歴より、その人の人間性や実力を重視すると
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いう姿勢である。このような考えの持ち主 も増加 しつっあるが、現在に至 るまで築かれ
てきた 「学歴を問う」という社会の一搬的な考えを崩すのは難 しいことである。 なぜな
ら、「学歴を問う」 という考えを否定できない部分 も実際にはあるか らである。 しか し、
高学歴を持つ人は、人間的にも優れているという思い込みは改善 しなければな らない。
ホ.今 日の社会では、学歴よりも実力と言われている。実力というのは、実際に仕事を何
年 もや らせてみた上でないと、誰にそれがあるかわからない。 しかし、実力をみるため








へ.私 は今はや っぱり学歴社会だと思 うから就職をするには上の方の大学はゆうりだろう
と思 う。で も人の価値は勉強ができるかできないかの問題 じゃないか ら、その人個人を
正 しく判断するためにも学歴だけで決めるのはやめになればよいと思う。
ト.日 本の社会の評価は、その人間が 「何を したか」ではなく、「何であ るか」 に重点を
置いている。っまり、その人間が今までにどのような考えを持 って生きてきたというこ
とよりも、どのランクの大学(学 歴)で あるかを重視する。実際にそれは就職活動 にお










会 といわれる日本を象徴 しているのである。 こうなると一般の人々は社会的地位を認あ
られるためには、有名大学をねらい高学歴を自分のものにしようとする。だから今は学
歴というものは社会的地位を決める時、手段の1つ になって しまっているのである。 ま
た、人々のイメージがかわって社会の異常に気づかない限 り、学歴と社会的地位の関係
は、切 っても切れない関係にある。 もっとも、企業が意識的に競争 させることにより優
秀な人材発掘の糸口にしているといっても過言ではない。 この企業に今の社会ははめ ら






記述者の意図はその通 りであるか もしれない。自分たちの認識 した現状を、「とても悲 しい
ことである」 と表現 した者 もいたし、「企業がある一定 レベル以上の大学出身者 しか雇用 し
ないというのは許せないと思 う」と怒りをぶっける者 も多い。だが、 これらの記述自体の基
本的な論旨は、道義や理想に基づ く批判ではない。そこには、社会や企業にたいする抵抗や
叛骨など、微塵 も存在 しないのである。むしろ、 これらの記述を支えているのは、大企業や
〈一流〉企業への就職 にたいする無媒介的な欲望である。極端に言えば、学歴がなくとも、
学力がなくとも、人格や人間性や考え方という理由で自分たちも大企業に入れるようにせよ
ということである。言わば、 〈学歴エリー ト〉にアンビバ レントな感情を抱 く庶民感覚の表
明なのである。結局、彼女 ら自身が 「〈一流〉大学か ら大企業」へという欲望の担い手なの
であり、無自覚でありなが らも 〈学歴社会〉の成立に自ら参与 してしまっているのである。




識や情報に基づいているわけではなく、「大」企業であれば収入 も 「大」 であろうという大
雑把な感覚にすぎない。そもそも、大企業だ就職だと論 じたてるわりには、就職において不
利な扱いを受けることが、貧 しい生活 といった具体的不安に結 びついているわけではないの
である。まして、失業不安から生活苦に怯えているというような事実など全 く伝わってこな
いし、特定の仕事 に就きたいという夢が表明されているわけで もない。欲望の対象は、「大」




を表す最 も的確な表現は、"就 職において く一流〉ブランドをゲ ットできないことにたいす
る不満"で あり、 〈実質〉では満たされることのないブランド志向その ものなのである。こ
の場合、 ブラン ドの レッテルがあってはじめて、人々は自分が何が欲 しいのかを具体的に知
ることができるのである。
進学競争が過熱する原因を 「大企業への就職には 〈有名〉大学が有利」だという点に求め




人々の欲望 と強く絡み合 っている点である。多 くの場合、言説の内容の真偽を確証 しようと
する手続 きは省略されているかいいかげんなものかのどちらかであり、 しかも、その内容の
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正当性が信 じられているわけではない。にもかかわらず、「有名」大学や 「大」 企業 にたい
する欲望だけは強固なのである。すなわち、言説の方が、輪郭のはっきりしない欲望に形を
与えているのである。たとえば、我が子に 「勉強 しなさい!」 とけしかける親 たちは、「い
い学校に行かないといい会社に入れないでしょ!」 と繰 り返すことによって、 自分たちの欲
望に具体的な内容を追補することができるのである。人々は、何 らかの社会的な作用 そ
の機序の詳細はともかく によって 「〈有名〉大学から大企業へ」という言説を反復させ







るに、教師に評価 してもらうべ く、試験で書 けばよい(と 考え られている)答 案の典型なの
であろう。以下に、そのいくっかを例示する。
ヌ.現 代高学歴社会の中で育 った子供たちは、果 して"人 間"と してよりよく成長 してい
るのであろうか。幼い時から、よい大学に入学するためだけに教育を受けてきた子供た







"見せかけ"だ けの学歴虚像論の大きな問題点である。真 っ青な空を見て、 きれいな花
を見て、心やす らかにならない人はいない。 しか し、それに目をやっている余裕す らな
く勉強一途になっている子供たちが、未だぞっとするほど、存在する。 勉 強ができる"




な くもっと広 く、大きな意味での人間が、育ち、地球が大 きくなっていくのである。
ル.私 達は個人の人格が尊重 されることなく学歴が人格を形成するかのような学歴の中に







自然 とみどりにあふれた自由である学校より、社会に出た時(出 る時)持 っていると有
利である有名校出身という学歴なのです。この本来抱 くべき教育に対する欲望と社会に
















中で生きる子供 ・生徒たちは、いたましい 「校害」の犠牲者なのだ。そ して、皆が人生
の成功をにぎる鍵であると信じて崇拝 してきた 「学歴」、そのものこそが この 「校害」
の源であり、その信仰を打ちこわす意識改革が、今、必要なのだ。まだこれに気づいて
いない人は一刻 も早 く目をさまさなければ、日本は本当の意味での実力主義 に近づけな
いし、人間 らしい人間は育たないであろう。 「学歴」が本来あるべき人間を うちこわす
な ら、学歴なんていらない。学歴に意味はない。






リー トとして幅をきかせられるように必死なのだ。 しか し、そ うではいけないのである。
学歴社会の頂点に立 った者がエリー トというのは、人々の潜在意識の奥に植えっけられ
た、ただの幻想なのである。ただ単にエリー トを求めるだけで、学歴社会をのぼりっめ
たにせエ リー トたちが、本当の意味での落ちこぼれか もしれない。にせエリー トたちは、
学歴 という保護のきかない場所では、何をしていいのかわからず、途方に くれることだ
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て今持 っているエ リー トの欲望を学歴社会にではなく、本来の教育にぶっけなければな
らない。人々は、学歴エリー トよりも、人間として本物のエ リー トになりたいという欲
望を持っべ きである。エリー トを学歴のみに求めるのはあまりにも範囲が狭す ぎる。狭
い範囲のエ リー トより、人間として全体がエリー トの方がよりエ リー トだということは、
誰 もが理解できることだと思 う。人々が学歴か らエリー トを求めようとして、 これだけ







て しまっていることに怒りを覚える。 このような体制を改革 しなければ、やがて、 自分
自身が物事を正 しく判断する能力さえ失 って しまう社会になるであろうと私は考える。
タ.今 日の教育の欠点 として、日本の教育は大学入試を最終目標に した受験体制型教育で
あり、それは塾 ・予備校の存在と相まって、小 ・中 ・高校の生徒の生活をむしばみ、何
よりも高等学校を空洞化していると思われる。これか らは、 このような誤 った教育観か
ら脱却 し、「人間尊厳性」に目覚めさせ、真の生 きがいを与える教育を目指 さなければ
ならない。











であろうとおかまいなしに必ず登場する。 これらの記述の基本的な姿勢は、「本来 ・本物 ・
真 ・本当」といった言葉で、 〈学歴社会〉を批判す ることである。 非難すべき受験教育や
〈学歴社会〉にたいしては、その内容 その妥当性はともか く一 が詳 しく述べ られ る場
一92一
薬師院:学 歴についての諸言説




そ して、本来の姿から 〈逸脱 した〉状況を、自分以外の他人が抱 く誤 った認識を根拠に説明
しようとしているのである。
もうひとつの特徴は、記述のスタイルが、意見や提言 という形をとっていることである。
実際、「私の意見」や 「自分の考え」という言葉が明示されることもしばしばである。 そ し
てその際、他者を無理解者に仕立て上げることで、語 る内容を自分の意見にしてしまってい
るのである。極端な場合、あたかも自分自身が教祖で もあるかのごとく、「一刻 も早 く目を
さまさなければ!」 と語るのである。
だが、 もし自分以外の者が本当に無理解者であったなら、こんな記述 は登場 しない。試験
の答案に、誰にも理解 してもらえないようなことは書かないのである。多くの大学生たちは、
それほど愚直ではない。
結局、この種の答案は、「本来 ・本物 ・真 ・本当」といった高尚な一一実際には抽象的な
理念を抱いている私という人物を評価せよというメッセージなのであろう。 もちろん、
答案記述者自身は、それほど確信犯的な意図を自覚していないかもしれないが、記述者の想
定する"試 験の評価基準"が そこにあることはたしかであろう。この形態の言説 もまた、何
らかの社会的な作用によって反復させ られたものであるにちがいない。受験競争に深 く拘泥
することは賞賛 されるべきことではなく、そこでの勝利をスポーッ大会での優勝のように誇
らしげに語ることは道徳的非難の対象となるということ、これ も、今日の学歴社会の リア リ
ティなのである。たとえば、「私が東大に合格するまで一 偏差値40か らの出発 と夢の大蔵
キャリアへの道一 一」などと題 して、予備校の先生の熱血指導や母親の献身的な協力にたい
する感謝 と自らの向上心を語 るなどという演説が、「青年の主張(青 春 メッセージ)」に登場
することはありえないであろう。受験教育や 〈学歴社会〉は、誰 もが 「私はそれを批判する」




ティの成立は、基本的に、 この救出作業に依存 している。 〈学歴社会〉への非難が、その裏
で、「本来の教育」なるものの リアリティを支え、ひいては、それを探 し求める営みを正当
化 していると考えられるのである。言説の反復が、「本来の教育」や 「本当の能力」 とい っ
た、それ自体では抽象的 ものに、何 らかの輪郭を付与 しているのである。
(iii)身 の上話型
この形態に属する記述の基本的な枠組は、まわりの大人たち一 特に親一 が 「勉強だ進
学だ」と自分たちをけしかけるから、学歴社会が生まれるのだというものである。自分や知
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人などの私的な体験が直接語 られる場合と、やや一般化 して記述 される場合とがあるが、い
ずれの場合 も、周囲の大人たちに強制された進学競争 を、多少 とも否定的に語るのが特徴で
ある。以下に、そのいくっかを例示 しよう。
ソ.今 の日本ではよほどの事情がない限り、大多数 の人間が、大学に入る。 しか も、大半
が本人の意志ではな く、親の意志によってである。中には、自分の意志で入るものもい
るかもしれないが、半数以上は親がひいたレールの上を走るが如 くただ流されて大学に
入る。また社会 も能力=学 歴という考え方でいる。企業 も 「能力のある人材を」と言 っ
てはいるが、結果的にその能力とは学歴の事を指 し、いかに企業の歯車の1つ となって
働いて くれるかという事が目的なのである。 このような現実を見た大人達(こ こでは親)
が、子供に対 して学歴社会に1順応すること、またその中で他人をだ し抜き、生 き残 る事
を要求する。大人がよく口にする 「いい大学(会 社)に 入るにはお前達のためだ」 とい
う言葉の裏には、大人達の"後 の自分達の生活において安心できる生活を保障 してくれ
るものを得たい"と いう欲望がひそんでいる。生きていく上で、自分達(大 人)が 苦労
しないために、子供達に学歴社会を正当化して教えこんでいるように思う。
ッ.学 歴さえ持っていれば、いっか役にたっ時が くると私は母に言われ続けている。 この
場合の学歴は身につ く技術のことではあるけれども、それがあることによって社会的に
安心でき、誇れるか らだと母は言 う。母は何か他人に誇れるものを、欲 しているのでは
ないだろうか。 これ も一っの欲望だと私は思う。受験産業の中で一喜一憂 している親達
は、子供を自慢 したい、自分が育てた子はこんなにも偉 く、他の子とは違 うということ
を周囲に知 らしめたいと思っている。子供達は別にこれといった欲望を持ってはいない。




つぎこんで、少 しでもバクをつけようとする。飾 りのついた自分達は周囲に誇 り、周 り
か ら色々と良い方向に想像 してもらい、自分達はこういうものなのですと言 うことがで




ネ.今 の自分よりも子供には、もうワンランク上の生活をさし、安定 した生活を送 ってほ









め、 しか り、机にばかり向かわせているのは、バカらしい事だと思 う。













教育」 というものを受けさせ られ、一流幼維園から一流会社 までの レールが敷かれてお
ゆ、その事によって、その子供達が 「学歴」に対 して周りか ら賞賛され続ける事で、又
新たな 「欲望」を持っ、そういうことの繰 り返しが、この先ず っと起 こって行 くのだろ
う。確かに親が 「子供に楽をさせる」為にそういう教育を行 っている部分もあるのだろ
うが、大部分は 「人から子供をほめてもらいたい」という親の 「名誉欲」からきている





な夢を抱 く。 しかし、そんな夢を追い求め、成長 していく子供は少ないと思 う。親はま
ず子供の将来高収入でいい会社に就職させたいということを考え、 いろいろな塾にかよ
わせ進学校である高校に入学させ、いい大学に入れる。私は子供が機械のように扱われ
ていると思 う。東大は日本の中で 一番えらい大学だと小 さいころか ら教えられてきた。
確かに、東大に合格できるような人は、数学 ・理科など、すばらしいくらいにでき、頭
はえ らいと思 う。で も、東大を卒業 してエリート会社に就職 して、本当にそれがすば ら
しいことなのか私は不思議に思う。そういうことだけ考えて生きている人はかわいそう
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は、 どこかに逃 げて しまいたいほどおびえ、誰かに助けを求めたいほど、 プレッシャー
だった。だから、この大学を受験 したとき、まさか、4月 か らこの大学に通 うとは全然
思 ってなかった。もう少しレベルの高い大学に入学できると思 っていたから少 しはずか
しくも思 った。今、考えてみれば私 もただ、いい大学にはいっていい所に就職すること
だけを考えていたように思 う。
ウ.今 のような学歴社会になった原因の一っには、「親の ミエ」が挙げられる。 私 は、子
供たちが最初か ら教育や学歴に対 して欲望を持っているとは思わない。生 きていく途中
で大人たちに学歴について吹 き込 まれたのだろう。私個人が今、思 うことは、ただの高
学歴社会を作ることではなく、義務教育より上は、本当に行 きたい人だけがいくのであ
り、親の ミエで も世間の波にも流 されて行 くのではないということ。でもこれはきれい
ゴトであろう。 きっと私も、心のどこかで、多 くの人と同 じように、高学歴社会の波に
飲みこまれているか もしれない。
ヰ.現 在の日本が、「学歴社会」と言われる理由が、私にはよ くわかります。誰で も簡単
にわかる現実であると思います。小学校か ら、御近所、競争のように塾通いします。実
際、私 も、その道を通 ってきた1人 であります。塾に予備校にとあ くせ く通いました。
でも、結果的に私にとって、残 っているものは、何 もないような気が します。一般 的に
考えて、世間の親は、この学歴社会にっいて、ただ、 「子どもが高学歴を得ることで将
来 は安心だ」 という考えに安心 しきっている傾向にあると思います。周りがそうだから、
同 じように しておかなければ、世間についていけな くなるとあたふた している人もいる
と思います。子どもの将来に対する不安をまぎらわすための人も多くいると思います。
ノ.今 の日本社会では、学歴が高いと社会人になったときには賃金格差が生 じて くる。例
えば、高校卒業の人と大学まで卒業 した人とでは、大学卒業 した人の方が賃金 も上 にな
るし、会社の中での位置も上になる。 このように、有名な大学に入ったというだけで就




と書いた者 もいたし、「他人からうらやましがられることを何よりも喜びを感 じる人が、 こ
の現代社会でいかに多くなったか」と批判する者もいた。た しかに、身の上話を語 る個人が















ただ し一 たとえ身の上話 という形で語 られようとも そのような理解の仕方自体 も、
主体たる答案記述者の自由意志の産物ではない。それは、社会的に反復 された言説を構成 し












か もしれない。そうでない場合、 この言説を取 り払ってしまったなら、後に残るのは 「ムカ
つ く」という身体感覚 しかないのかもしれないのである。
IV.お わ り に
以上、 〈学歴社会〉にっいて、欲望の次元、道徳の次元、心情の次元でそれぞれ成立 してい
ると考えられる リア リティを考察してきたわけであるが、本稿 は、あくまで も暫定的な碩究報
告にすぎない。 しかも、ここでなされている類型化は、形態学的な方法に準拠 しているにはち
がいないが、実証的な根拠に基づくものではない。また、分析の内容 も、試論あるいは仮説の
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